
令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果・評価

Ｎｏ 事業名 事業計画・概要 総事業費
臨時交付金

充当額
国 県 起債 一般財源 実施状況 効果・評価 事業始期 事業終期

1 交通事業者支援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響を受ける町内の交通事業者に支援
を行い、事業継続を図る。
②1事業者に対し一律100千円。登録車両1台につき10千円を加算。（上
限150千円）
③6事業所×100千円＋加算分100千円＝700千円
④町内交通事業者

700,000 700,000 0

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける町内交通事業
者に給付金を給付した。
申請件数：6件
給付金額：700,000円

全ての対象事業者より申請を受け、給付金を通して支援し
たことにより、事業継続に寄与することができた。

R3.4 R3.5

2
農業機械・設備購入等支援
事業

①新型コロナウイルス感染症対策収束後の生産活動への復興を図り、
強靭な経済構造を実現するため、生産性向上へ取り組む農業者への支
援及び事業継続に係る支援を行う。
②機械・設備購入費、修繕費の1/2
③購入・整備　15農業者　13,870千円
　 修繕　　1農業者＝445千円
④町内認定農業者

14,315,000 14,315,000 0

コロナウイルス感染症2019対策収束後における生産活動
の復興と強靭な経済構造のため、生産性向上へ取り組む
農業者へ機械や設備購入15件、修繕1件の支援を行っ
た。

機械や設備の導入等により、効率化が図られ生産性向上
がなされた。

R3.4 R3.12

3 農産物等販路確保支援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、売上が減少となった農産物
等の販路確保のため、買取支援を行う。
②農産物等の購入経費
③【さくらんぼ】　1,591,620円
ア.学校給食、子ども園、保育所の給食に提供
・佐藤錦　80㎏×4,500円＝360,000円
イ.山辺温泉回数券購入者への配布
・佐藤錦（バラ詰め230ｇ）　1,000個×1,100円＝1,100,000円
ウ.関係機関への贈答
・佐藤錦（手詰め）1kg×4箱×14,000円＝56,000円
・佐藤錦（バラ詰め）1kg×8箱×8,500円＝68,000円
・送料　7,620円
【りんご】　1,504,200円
ア.子ども園、保育所の給食に提供
・りんごの提供　1,240個×120円＝148,800円
イ.山辺温泉回数券購入者への配布
・りんご等農産物　1,200個×1,100円＝1,320,000円
ウ.関係機関への贈答
・りんご5kg×9箱×3,000円＝27,000円
・送料　8,400円
【野菜等】　1,320,000円
ア.山辺温泉回数券購入者への配布
・野菜等セット　1,200個×1,100円＝1,320,000円
④町内農業者

4,415,820 4,415,000 820

【さくらんぼ】
ア．学校給食、子ども園、保育所の給食に提供
　・実施時期：R3.6.21～R3.7.9
　・提供実績：学校給食センター １回 （佐藤錦）
　　　　　　　　 子ども園・保育所 2回　（佐藤錦）
　・提供数量の計：80kg
イ．山辺温泉回数券購入者への配布
　・実施時期：R3.6.19～R3.7.11
　・提供実績：400セット
　・提供数量：92kg
ウ．関係機関への贈答
　・実施時期：R3.6.23
　・提供実績：3箇所
　・提供数量：12kg
【りんご】
ア．子ども園、保育所の給食に提供
　・実施時期：R3.11～R3.12
　・提供実績：３箇所に各２回
　・提供数量：1,240個
イ．山辺温泉回数券購入者への配布
　・実施時期：R3.11.20～R3.12.19
　・提供実績：1,200袋
ウ．関係機関への贈答
　・実施時期：R3.11.24
　・提供実績：３箇所
　・提供数量：45kg
【野菜】
ア．山辺温泉回数券購入者への配布
　・提供時期：R4.2～R4.3
　・提供実績：1,200袋

　コロナ禍による社会活動の停滞によって、贈答品として
の出荷数量の減少が見込まれる中、学校給食等への提
供や友好都市へのPR配布を行うことで、出荷先の確保対
策だけでなく、営農活動を継続するための支援としても効
果を発揮した。
　また、山辺温泉利用者に高品質な果物や野菜をプレゼ
ントすることで、リピーターの獲得や農産物のPRが図ら
れ、コロナ過での販売額減少対策の一環としても機能し
た。

R3.6 R4.3

4
山辺町雇用確保応援給付金
給付事業

①新型コロナウイルス感染症の影響を受け、売上が対前年比20％以上
減少した、雇用保険被保険者がいる事業者の事業継続に対して支援を
行う。
②1事業者に対し一律100千円。被保険者が6人以上の場合、5人を超え
た1人につき10千円を加算。
③100千円×20事業者＋10千円×151人＝3,510千円
　 事務費 297千円
④町内事業者

3,807,000 3,807,000 0 町内20事業者へ給付し、雇用の確保及び事業継続を支援した。
雇用の確保、事業継続を促し、町商工業の持続可能な振
興を図った。

R3.6 R3.8

5
山辺町新型コロナウイルス
感染症経済対策プレミアム
商品券事業

①新型コロナウイルス感染症の影響による地域経済の冷え込みを喚起
するため、プレミアム商品券を販売し、家計の負担緩和と地域における消
費の下支えを行う。
②商品券の事業費及び事務費
③商品券1,000円を12枚組1セット（プレミアム分2,000円）として、10,000
セット販売。プレミアム分及び事務費を町が負担。
・プレミアム分　1,000円×2枚×10,000セット＝20,000千円
・事務費　1,766千円
④町内事業者（商工会会員）、町民及び町内勤務者

21,765,890 21,765,000 890
販売額120,000千円、換金額119,836千円、参加店舗：110
店舗

低迷する消費喚起と地域経済の活性化が図られた。 R3.5 R3.10

6
公共的空間安全・安心確保
事業

①新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針Ｐ29⑧に則し、役場
庁舎における新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るため、加湿空気
清浄機を設置する。
②加湿空気清浄機の購入
③各課・各室　計30台　1,868,130円
④山辺町役場庁舎

1,868,130 1,868,000 130
役場庁舎事務室等に感染予防対策として、加湿空気清浄
機３０台を設置した。

役場庁舎の執務環境を改善し、感染拡大防止に寄与した。 R3.8 R3.9
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Ｎｏ 事業名 事業計画・概要 総事業費
臨時交付金

充当額
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7
公共的空間安全・安心確保
事業

①施設（指定避難所）等における新型コロナウイルスの感染拡大防止を
図るため、トイレ及び水栓等の改修を行う。
②トイレの洋式化、水栓等改修
③【作谷沢支所】
・トイレの洋式化　3箇所×329,560円＝988,680円
・トイレ手洗器自動水栓交換等　5箇所×55,990円＝279,950円
・蛇口レバーハンドル交換　9箇所×2,200円＝19,800円
【中支所】
・トイレ手洗器自動水栓交換等　7箇所×42,240円＝295,680円
・蛇口レバーハンドル交換　9箇所×2,200円＝19,800円
④中支所、作谷沢支所

1,558,480 1,558,000 480

【作谷沢支所】
感染予防対策として、１階男女トイレの和式トイレ3箇所を
洋式便器に交換し、手洗い場5箇所の蛇口を非接触の自
動水栓に交換した。また、給湯室、調理室、洗い場等9箇
所の蛇口をレバーハンドルに交換した。

【中支所】
指定避難所となっている中支所（中公民館）水道の、トイレ
７箇所を自動水栓とし、その他水道９箇所をレバーハンド
ルに交換した。

【作谷沢支所】
洋式便器交換により、流水時の飛沫拡散による感染の予
防、手洗い場非接触型自動水栓交換により、蛇口接触に
よる感染の予防、レバーハンドル交換により、蛇口接触の
低減による感染の予防がそれぞれ図られた。

【中支所】
施設利用者の物に触れる機会を縮減し、感染拡大防止に
寄与しているものと考えられる。

R3.7 R3.10

8
公共的空間安全・安心確保
事業

①町の指定避難所に指定されている町内公民館において、避難者が密
にならないようにトイレの改修を行うほか、感染拡大防止を図るため、水
栓等の改修も併せて実施する。
②トイレの洋式化、多目的トイレ扉改修、水栓等改修
③【東部公民館】
・1F男女、2F男女、多目的トイレ　4,356,000円
【北部公民館】
・1F女トイレ　1,006,500円
【南部公民館】
・1F女トイレ　1,045,000円
【大寺公民館】
・1F女トイレ　797,500円
【相模公民館】
・2F男女トイレ　2,332,000円
【近江公民館】
・多目的トイレ　1,287,000円
④各公民館

10,824,000 10,824,000 0
公民館利用者の感染予防対策として、町立公民館６館に
おいてトイレの洋式化、多目的トイレの扉改修、手洗いの
自動水洗化工事を実施した。

トイレの洋式化及び多目的トイレ扉改修を実施することに
よりトイレ個室の利用の平準化を図り密を回避した。また、
手洗いの自動水洗化により感染拡大防止に寄与した。

R3.7 R4.2

9
公共的空間安全・安心確保
事業

①新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（令和4年1月25日
変更）Ｐ13及びＰ33～35に則し、町の指定避難所に指定されている町民
総合体育館において、避難者が密にならないようにトイレの改修を行うほ
か、感染拡大防止を図るため、水栓等の改修も併せて実施する。
②トイレの洋式化、多目的トイレ扉改修
③1F男女トイレ　5,610千円
④山辺町民総合体育館

5,610,000 5,566,000 44,000
感染予防対策として、トイレの洋式化、水栓等の改修を実
施した。

山辺町民総合体育館内の利用環境を改善し、感染拡大防
止に寄与した。

R3.6 R3.8

10
公共的空間安全・安心確保
事業

①新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針Ｐ29⑧に則し、不特
定多数の方が多数訪れる施設の新型コロナウイルスの感染症予防を図
るため、接触感染防止対策を目的とした光触媒による抗菌処理作業を実
施する。
②光触媒による抗菌処理作業
③やまのべ温泉保養センター　308千円
　 やまのべコミュニティバス　55千円
　 中央公民館　765千円　　合計1,128千円
④やまのべ温泉保養センター、コミュニティバス、中央公民館

363,000 363,000 0
感染予防対策として、やまのべ温泉保養センターや町営
バス及び中央公民館において利用者が触れる可能性のあ
る箇所に、光触媒による抗菌コーティング処理を実施した

施設内に抗菌コーティングを実施し、感染拡大防止に寄与
した。

R3.11 R3.12

11
感染症対策のための非接触
型体温検知器導入事業

①各公民館等において、新型コロナウイルス感染症予防を図るため、来
館者の体温を計測する非接触型体温検知器を導入する。
②非接触型体温検知器の購入
③38,000円×14台×1.1＝585,200円
中央（図書室含む）3台、大寺、中、作谷沢、相模、近江、山辺東部、山辺
南部、山辺北部の各公民館に1台、ふるさと資料館、緑ケ丘コミュニティセ
ンター、保健福祉センターに各1台
④各公民館等

585,200 585,000 200
公民館等利用者の感染予防対策として、非接触型体温検
知器を１４台購入した。

公民館等利用者の体温管理を徹底し、感染拡大防止に寄
与した。

R3.11 R3.11

12
感染症対策のためのアクリ
ルパーテーション購入事業

①新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針Ｐ29⑧に則し、中央
公民館及び各公民館で実施する講演会・講座等の際に、新型コロナウイ
ルス感染症の飛沫感染防止のために設置するアクリル板パーテーション
を購入し活用する。
②アクリルパーテーション（5㎜加工　900×800）購入
③12千円×10台×1.1＝132千円
④各公民館

96,800 96,000 800
公民館利用者の感染予防対策として、アクリルパネル１０
台購入した。

公民館講座時、図書室学習スペースにおいて仕切りを設
置することにより飛沫拡散防止を図り、感染拡大防止に寄
与した。

R4.3 R4.3

13
山辺町新型コロナウイルス
感染症経済対策プレミアム
商品券事業（第２弾）

①新型コロナウイルス感染症の影響による地域経済の冷え込みを喚起
するため、プレミアム商品券を販売し、家計の負担緩和と地域における消
費の下支えを行う。
②商品券の事業費及び事務費
③全店共通券1,000円券×5枚＝5,000円と地域店舗券1,000円×8枚＝
8,000円を1セット10,000円で7,000セット販売。（プレミアム分3,000円分）
・プレミアム分　1,000円×3枚×7,000セット＝21,000千円
・事務費　91,000千円×2％＝1,820千円
④町内事業者（商工会会員）、町民及び町内勤務者

22,412,153 22,412,000 153
販売額91,000千円、換金額90,837千円、参加店舗：107店
舗

低迷する消費喚起と地域経済の活性化が図られた。 R3.9 R4.3
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14
山辺町飲食店事業継続支援
給付金給付事業

①新型コロナウイルス感染症の影響を受け、売上が対前年比20％以上
減少した飲食店の事業継続を支援する。
②1事業者に対し一律100千円。
③100千円×11店舗＝1,100千円
④町内飲食事業者

1,100,000 1,100,000 0 町内11店舗に給付し、飲食店の事業継続を支援した。
外食自粛等による影響が大きい飲食店における事業継続
が図られた。

R3.10 R3.12

15
令和３年度山辺町学生等と
のつながりによる地域定着
促進事業

①新型コロナウイルス感染症の影響を受け、行動制限等により経済的な
影響を受けている町ゆかりの学生等に対して山辺町特産品等の支給を
通じ、学生等の生活支援を行うとともに、町からの情報発信を行いなが
ら、町との継続したつながりを確保し、将来的な若者の町内回帰・定着へ
つなげる。
②特産品支給3,000円
③72人×4,465円（特産品3,000円+発送費等1,465円）＝321,480円
④町ゆかりの学生等

321,480 321,000 480

新型コロナウイルス感染症により、経済的影響を受けてい
る町ゆかりの学生等に対して、町特産品の送付及びSNS
により情報発信を行った。
・申請件数72人
・町特産品（町内産豚肉加工品）
・情報発信（月1回、県内就職情報等）

申請者に対しアンケートを実施した結果、事業の有効性に
ついて高い評価を得たことから、効果的に生活支援等を図
ることができた。

R3.10 R4.1

16
やまのべ・まるごと・フェス
ティバル実施支援補助事業

①コロナ禍における新しい生活様式による町商工業振興及び特産品の
販売拡大等に資する新しい取組みを支援する。
②チラシ、オンラインを活用したイベント実施経費
③チラシ製作、販促動画制作、イベント参加者への賞品代等
1,000千円
④町内商工業及び農林水産業等の事業者による実行委員会

886,902 886,000 902
参加事業所の販促PR動画、及びこれに連動したクイズ大
会を実施した。

デジタル技術を活用し、新しい生活様式に呼応したイベン
ト形式として、地域経済の活性化と地域振興に寄与した。

R3.9 R4.3

17
公共的空間安全・安心確保
事業

①町立小学校の安心安全な学校生活環境の維持において、児童が密に
ならないようにかつ飛沫感染防止のためトイレの改修を行う。
②校舎及び体育館トイレの洋式化
③【山辺小学校】
・全女子トイレ、体育館男女トイレ　　19,280,305円
【相模小学校】
・全女子トイレ、体育館男女トイレ　　11,357,500円
④山辺町立小学校

29,317,200 24,818,000 4,499,200
町立小学校２校の安心安全な学校生活環境の維持におい
て、児童が密にならないようにかつ飛沫感染防止のため、
校舎女子トイレ及び体育館男女トイレの洋式化を行った。

小学校校舎及び体育館における学校生活環境を改善し、
感染予防及び拡大防止に寄与した。

R3.11 R4.3

18
修学旅行等のキャンセル料
等支援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により活動を中止又は延期した修学
旅行等に係る取消料等を支援し、保護者の負担を軽減する。
②中止又は延期などにより生じる取消料及び違約料
③【修学旅行】
・山辺小　児童一人　24,427円×10％＝2,442円（1円未満切捨）、2,442円
×79人＝192,918円
【スキー教室・雪上教室】
・山辺小　バス1台 120,000円×12台×30％＝432,000円
・インストラクター台 7,000円×5人×30％＝10,500円
・相模小　バス1台 120,000円×6台×30％＝216,000円
④町立学校長

192,918 192,000 918
町立小学校１校において、新型コロナウイルス感染症の影
響により修学旅行を延期したため、発生した取消料等の経
費を支援した。

修学旅行延期に伴い発生した経費を補助することにより、
保護者の経済的な負担を軽減した。

R3.10 R3.12

19
公共的空間安全・安心確保
事業

①町の指定避難所に指定されている町民総合体育館において、避難者
が密にならないようにかつ飛沫感染防止のためトイレの改修並びに扉改
修を行うほか、感染拡大防止を図るため、水栓等の改修も併せて実施す
る。
②トイレの洋式化、多目的トイレ扉改修
③1F北側トイレ　　2,530,000円
④山辺町民総合体育館

2,530,000 2,530,000 0
感染予防対策として、トイレの洋式化、水栓等の改修を実
施した。

山辺町民総合体育館内の利用環境を改善し、感染拡大防
止に寄与した。

R3.11 R4.3

20
学校保健特別対策事業費補
助金

①学校の教育活動継続に際して、密閉・密集・密接を回避し、児童生徒・
教職員等の感染症対策に必要となる物品の購入等に係る経費を支援す
る。
②保健衛生用品の購入経費
③保健衛生用品（手指消毒剤、手洗い石鹸、次亜塩素酸ナトリウム製剤
ほか）800,000円
④町立小中学校３校

801,000 401,000 400,000 0
学校の教育活動継続に際して、児童生徒・教職員等の感
染症対策に必要となる保健衛生用品を整備した。

学校生活環境における感染予防及び拡大防止に寄与した。 R3.6 R4.3

21 米価下落対策支援事業

①コロナ禍による主食用米の需要減少等による米価下落に直面する稲
作農家の影響を緩和するための緊急的な支援として、県の支援と合わせ
て、次年度用種子購入費等の一部として支援を行い、稲作農家の営農意
欲の維持・向上を図る。
②主食用米作付面積10a当たり2,000円
③147人（19,400a/10a）×2,000円＝3,880,000円
④町内稲作農家（町農業再生協議会へ補助）

3,448,200 3,448,000 200

【山辺町米価下落対策支援事業】
　・実施時期：R4.2
　・対　象　者：60経営体
　・対象面積：17,241a
　・そ　の　他：県が示す「生産の目安」への協力を要件と
する。

　コロナ禍による社会活動の停滞によって、米の需要の減
少や米価の下落が生じており、稲作農家の経営悪化を緩
和するための緊急的な支援として、県が行う同様の事業に
同調して実施した。本事業にて、水稲生産者の次年度用
の種子や肥料等の購入費の一部を支援することにより、
営農意欲の維持向上が図られた。

R4.1 R4.3

22
新型コロナＰＣＲ検査助成事
業

①感染予防と経済再生を目的として、新型コロナPCR検査の促進を図る
べく、山形市で実施している新型コロナPCR検査費の無償化について、
山形市と共同で同内容の取り組みを行う。
②新型コロナPCR検査センター山形店で実施するPCR検査　最大1,900
円助成
③3人/日×62日×1,900円＝353,400円
④町内在住

0 0 実績なし 実績なし R4.1 R4.3
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23
安心安全な教育環境に伴う
感染症対策事業

①教育委員会が管理するマイクロバスは、学校教育活動等に係る利用
が頻繁にあることから、使用時の感染予防対策として室内清浄機の整備
を図る。
②室内空気清浄機の購入及び設置
③プラズマクラスターイオン発生器 2台　330,000円
④マイクロバス

330,000 330,000 0
教委育委員会マイクロバス車内の感染症対策として、プラ
ズマクラスターイオン発生器２台を設置した。

教委育委員会マイクロバスの車内環境を改善し、感染予
防及び拡大防止に寄与した。

R4.1 R4.2

24
公共的空間安全・安心確保
事業

①町バスについては、各種団体や委員会等に係る利用が頻繁にあること
から、使用時の感染予防対策として室内清浄機の整備を図る。
②室内空気清浄機の購入及び設置
③プラズマクラスターイオン発生器 2台　330,000円
④町バス

330,000 330,000 0
町バスに感染予防対策として、プラズマクラスターイオン発
生器２台を設置した。

町バスの車内環境を改善し、感染拡大防止に寄与した。 R4.1 R4.2

25
公共的空間安全・安心確保
事業

①不特定多数の方が利用する「やまのべコミュニティバス」の新型コロナ
ウイルス感染症予防対策として、室内空気清浄機の整備を図る。
②室内空気清浄機の購入及び設置
③プラズマクラスターイオン発生器 ４台　814,000円
④やまのべコミュニティバス

759,000 759,000 0
感染予防対策として、町営バス４台にプラズマクラスターイ
オン発生器を設置した。

各町営バス内の環境を改善し、感染拡大防止に寄与し
た。

R4.2 R4.3

128,338,173 123,389,000 400,000 0 0 4,549,173合計


